
 
麻酔科カリキュラム 

 
 
Ⅰ. 研修スケジュール  

 
１．研修スケジュール 

週間スケジュールに沿い、手術麻酔を担当し、生体監視装置の取り扱い方、麻酔に必

要な動静脈確保、気道確保、気管挿管といった救急時における基本手技を習得する。 
 

２．週間スケジュール表 
 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

8:00 
 
8:15 
 

 
8:30 

（外科手術症

例検討会） 
術前カンファ

レンス 
 
手術麻酔 
 

 
 
術前カンファ

レンス 
 
術後回診 

 
 
術前カンファ

レンス 
 
手術麻酔 

 
 
術前カンファ

レンス 
 
術後回診 

（早朝勉強会） 
 
術前カンファ

レンス 
 
手術麻酔 

 
 
15:00 
 
16:00 
 
17:30 

手術麻酔 
 
 
 
 
 
 

 
 
術前回診 

手術麻酔 
 
 
 
（隔週で循環

器内科心エコ

ーカンフア参

加） 
 

 
 
術前回診 

手術麻酔 
 
 
 
術前回診 
（隔週で神経

カンフア参加） 

 
Ⅱ．研修目標 
１. 一般目標（GIO: General Instructional Objectives） 

１）臨床における、いかなる緊急時にも即応できる医師を育成するために、①各種麻

酔法 ②各種生体監視装置の使用法 ③各種臓器機能不全症の管理法に関する

知識と技術を習得する。 
２）手術患者の術前診察、麻酔計画、手術麻酔、術後診察を通じて、プライマリケア

に必須の診察の態度、全身状態の評価、各種臓器不全状態に対する評価と対策、

その有効性について検証し、診断・治療の基本を学習する。 
 
２. 行動目標（SBO: Specific Behavior Objectives） 

  A 経験すべき診察法・検査・手技 
  １）基本的麻酔科診療能力 

１）診療記録の作成 
① 術前回診と全身状態の評価 
② 麻酔の説明と同意取得 
③ 麻酔記録 
④ 術後回診と合併症について 
⑤ 副作用、合併症の経過 

 
 

２）麻酔科診察法 
１）視診 

① 皮膚     色、浮腫、皮疹 



② 爪床     色、血流 
③ 粘膜     色、湿潤度 
④ 目      瞳孔の大きさ、反応性 
⑤ 胸部の動き  対称性、呼吸パターン、呼吸数 
⑥ 術野     血液の色、出血量 

２）触診 
① 皮膚     湿度、浮腫 
② 動脈拍動   大きさ、拍数、リズム、アレンテスト 

３）聴診 
① 呼吸気音   強弱、雑音、喘鳴、左右差 
② 心音    
③ 血圧     非観血的血圧測定法 
④ 経鼻胃管   挿入、胃内空気の吸引またはまた注入 

 
２）基本的麻酔科臨床検査 

  ①血液検査      貧血、凝固系の異常、肝腎機能障害、糖尿病 
  ②胸部レントゲン写真 気胸、血胸、無気肺、片肺挿管 

③心電図       心房細動、心室性期外収縮、房室ブロック 
 

Ｂ 経験すべき生体監視装置（経験優先順位順）・目標経験数 
① 心電図 30 
② 非観血的血圧測定 30 
③ パルスオキシメーター（経皮的酸素飽和度） 30 
④ カプノグラム（終末呼気二酸化炭素分圧） 30 
⑤ 体温 30 
⑥ 尿量 30 
⑦ 麻酔器（流量計、気道内圧計） 30 

 ⑧ 観血的血圧測定 6 
  ⑨ 血液ガス分析 6 

 
Ｃ 経験すべき基本的手技（経験優先順位順） 

① 気道確保 30 
② 用手的人工呼吸 30 
③ 気管挿管 20 
④ 静脈路の確保 20 
⑤ 導尿 10 
⑥ 動脈窄刺 6 

 
D 麻酔に必須の薬物に関する知識 

① 作用を正しく理解する 
② 適正な使用方法を理解する 
③ 副作用、相互作用について知識を深めるとともに、発現したとき対策を講ず

ることが出来る 
④ 輸液、輸血について正しい知識を身につける 

 
 
Ⅲ 指導体制 
指導医氏名 専門領域 卒業年度 
笹尾 潤一 麻酔・ペインクリニック、日本麻酔科学会専門

医・指導医、日本ペインクリニック学会認定医 
 

昭和６１年 



篠原 顕治 麻酔・ペインクリニック、日本麻酔科学会専門

医・指導医、日本ペインクリニック学会認定医 
 

平成 ３年 

白鳥  徹 日本麻酔科学会専門医 
 

平成 ８年 

 


